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組合現勢

組合員総数… ……… 10,530名
（10月／加入30名・退会20名）

出資金総額… … 463,886千円
（10月31日  現在）
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第356号

御家族おそろいで、よいお正月
をお迎えのことと思います。
昨年は世界の平和への願いに反
して、ロシアのウクライナ侵略に
加えて、イスラエルのアラブ侵攻
がはじまりました。日本は憲法九

条の精神を生かす立場からも、これらの戦争行為に
反対する立場を明確にすべき時です。私たちは医療
生協の立場からも戦争に歯どめをかけるために頑張

る時だと思います。
南大阪医療生協の昨年の活動は、皆様のご協力で
大きく前進しました。「たまり場」が拡大し、東住吉
区にも新しい支部が誕生しました。又、色々な他方
面での活動が前進しました。住吉区と住之江区での
南大阪医療生協の役割も大きくなりました。
今年も皆様とともに、活動の輪を広げていきたい
と思います。
本年も、よろしくお願い致します。

新年あけましておめでとうございます

南大阪医療生協理事長　

関 根　信 次

11 月 22 日水曜日、三回目となる「防犯アナウンス
とゴミ拾い」を行いました。今回はすこやかよさみに
集まり我孫子周辺の街をきれいにする作戦です。天気
も良く 20人が集まり、2チームで約 1時間の行動をし
ました。今回は、欲張って新たな取り組みとしてまち
づくりマップ作製もあり、防犯アナウンスとゴミ拾い
をした後に、地域の危険な箇所発見や地域のお勧め情
報などを持ち寄ろうという企画です。
前回同様、空き家の前や倉庫で草ぼうぼうの所にはた

くさんの空き瓶やごみが散乱しています。参加者は「う
わ～ ! いっぱいやなぁ」と言いながらもせっせとゴミを
拾います。さらに通りがかりの子どもたちには用意して
いた風船をプレゼントしたりとても忙しく楽しい行動にな

りました。第 4弾も呼びかけますよと最後に皆に言うと、
「おお～」ともう期待の声が出ていました。

マップづくりでは、空き家で玄関の部品が落ちてい
たり、屋上からトタンが傾いて落ちそう。我孫子観音
の裏にトイレがありますよ。学童
の登下校時に見通しが悪い。
公園周辺はガラスの破片
もあり子どもたちに危険
など、たくさんの気づ
きをみんなで共有でき
ました。

第3弾 防犯アナウンス防犯アナウンス&&ゴミ拾ゴミ拾いい
✚✚
プラスプラス

  まちづくりマップづくりまちづくりマップづくり
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住吉民主診療所 ☎06-6696-5250／加賀屋診療所 ☎06-6681-1498
介護の相談はケアプランセンターへ ☎06-6695-1153

組合員活動部　住吉 ☎06-6696-5034／住之江 ☎06-6685-3824

「読者のひろば」への投稿やクロスワードパズルの解答を、
ハガキでの応募に加えてメールでの受付も行っています。
また「とっておきの 1枚」（テーマは「わたしの自慢」）や、

「マイブーム」の写真の募集もしています。写真には、一言
コメントを添えてください。掲載作品には、「QUOカード」
をプレゼントします。

なお、ご提供いただいた写真はお返しできませんので、　
あらかじめご了承ください。

ハガキでの応募・
投稿に加えて　 メール受付できます

ハガキ・封書の送り先
〒559-0016 大阪市住之江区西加賀屋2-4-2
南大阪医療生活協同組合・機関紙編集部

メールはこちらへ
kumikatu@moisk.jp

昨年は、所長となり診療・往
診にと励んできました。小児科
の患者さんはたくさんではあり
ませんが、新年を迎えさらに加

賀屋診療所には小児科があることを宣伝したいと思い
ます。所長として２年目になります。日常診療に往診に、
更に地域の方々の健康管理に貢献できるよう努めてま
いります。今後ともどうぞよろしくお願いします。

昨年中はいろいろお世話になりありがとうござい
ました。昨年は地球温暖化の影響か、雨が少なく暑
い日が続きました。農作物にも影響が出ています。
また新型コロナ感染症は、5類に移行したもののな
かなか治まらず、インフルエンザも猛威を振るって
います。確かにオミクロン株になり重症者の数は減
少しましたが、油断はできません。まだしばらくは
マスクや手洗いなど感染予防対策は必要です。
私たち医療生活協同組合は命と暮らし、健康を守
るために診療所での診療とともに、健康診断、訪問
診察、送迎サービス、デイケア、訪問看護活動、介

護サービス、認知症デイサー
ビスなども行っています。ま
た地域での班活動、支部での健康チェック活動など
医療生協独自の活動も行っています。更にたまり場
をつくり、皆が楽しく話のできる場を作って独りぼっ
ちにさせない憩いの場所もつくっています。ぜひ皆
様の参加をお待ちしています。
今後も命と健康を守るために、皆様と共に職員共々
力を合わせてがんばって行きたいと思います。本年
もどうぞよろしくお願い申し上げます。

組合員と職員と力を合わせて、
命と健康を守る取り組みを
住吉民主診療所　所長　中島　理

2 年目、小児科をもっと広めたい
加賀屋診療所 所長　矢野　政尚
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秋の生協強化月間の終盤、11月 26日に東住吉区で、
南大阪医療生協の新しい支部が誕生しました。
約 1年にわたって、毎月準備委員会を開催し、組合
員健診の学習や、民医連の方針学習に取り組んだり、
住之江区のたまり場見学や、診療所訪問などを行って
きました。東住吉区は南大阪医療生協の定款地域です
が、これまで事業所もなく支部もありませんでした。
250 人の組合員がそれぞれ健診に来てくれたりはして
いましたが、支部ができることによって班会や企画を
するときの母体ができます。総会ではこれまでも要望
の強かった介護学習（体験型）を行い、自らが介護申
請するときのように認定調査票を見ながら、あてはま
る番号に○印をつけていきます。ただし寝返りの考え
方や移乗など初めて聞くことが多く「ためになったね
～」と喜んでいただきました。
総会には、関根理事長はじめ山嵜専務、山野介護部長、
訪問看護責任者の紙谷さん、よさみの里の管理者の権

野さんも参加しました。住吉ブロックから、よさみ支
部と南住吉支部の支部長が参加しました。職員、組合
員さんで総勢 29名参加でした。
これまでの準備会の活動と経過報告、支部運営委員
と山田支部長を紹介し、これからの取り組みについて
交流しました。組合員さんからは、新たな診療所はで
きるのか、新しいセンターの活用方法はなど質問が出
されました。理事長から現状の組合員数では診療所を
運営する上では難しいこと。4～ 5,000 人の組合員が
必要になること。介護部長からはセンターを拠点に将
来ケアプランセンター、訪問介護の事務所を展望して
いることを報告しました。
参加者からはコロナになったとき、どの医療機関に
かかろうかと迷ったが、すぐに住吉民主診療所が浮か
んだことなど、期待の声が出され、もっと宣伝を強め
てほしいと要望が出されました。最後に三輪理事のあ
いさつで閉会となりました。

東住吉支部誕生 ! 結成総会開催
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「
住
吉
民
主
診
療
所
に
は
40

年
以
上
、
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
東
住
吉
区
に
南
大

阪
医
療
生
協
の
支
部
を
つ
く

る
こ
と
に
な
り
…
」
と
『
大

阪
民
主
新
報
』
に
投
稿
し
て

く
れ
た
山
田
さ
ん
。
結
成
総

会
の
日
に
支
部
長
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

京
都
生
ま
れ
の
山
田
さ
ん

は
、
高
校
卒
業
後
書
道
用
品
の

専
門
店
に
就
職
し
ま
す
。
こ

の
仕
事
を
ず
っ
と
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
頚

肩
腕
症
候
群
に
罹
っ
て
断
念

し
ま
し
た
。
結
婚
後
大
阪
に

住
む
よ
う
に
な
っ
て
、
市
場

へ
買
い
物
に
い
っ
た
ら
、「
姉

ち
ゃ
ん
、
何
す
る
？
」
と
言

わ
れ
て
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
。
大
阪
に
は
な
じ
め
な
い

な
と
感
じ
ま
し
た
が
、
物
価

の
安
さ
で
は
断
然
住
み
や
す

い
と
。

小
中
学
校
の
頃
か
ら
習
い

始
め
た
書
道
で
、
師
範
の
資

格
を
取
っ
て
子
ど
も
か
ら
大

人
ク
ラ
ス
と
幅
広
い
層
に
書

道
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

書
道
を
通
じ
て
関
西
平
和
美

術
展
に
関
わ
る
様
に
な
り
、

夏
の
展
覧
会
に
向
け
て
立
ち

上
げ
る
実
行
委
員
会
の
委
員

長
を
こ
の
と
こ
ろ
務
め
て
い

ま
す
。

若
い
頃
は
、
消
費
生
協
の

活
動
に
忙
し
か
っ
た
山
田
さ

ん
。
多
忙
な
中
に
新
た
に
始

ま
る
医
療
生
協
の
顔
。「
最
近
、

い
や
な
事
が
あ
っ
た
時
に
話

を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
い
て

救
わ
れ
た
事
が
あ
っ
た
。
聞

い
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
は

い
い
な
と
。
人
が
集
ま
っ
て

な
ん
で
も
し
ゃ
べ
れ
る
場
所

が
（
東
住
吉
支
部
で
も
）
で

き
た
ら
い
い
な
あ
」
と
、
こ

れ
か
ら
の
思
い
を
語
り
ま
す
。

友
人
の
書
道
の
個
展
を
見

に
行
っ
た
つ
い
で
に
と
植
物

園
巡
り
（
東
京
で
）
を
し
て

2
万
3
千
歩
も
歩
い
た
と
笑

う
山
田
さ
ん
。
月
見
草
が
好

き
で
、
着
物
で
生
活
し
た
い

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。　
（
い
）

う
ち
の

支
部
の

ひ
と

▼
山
田 

泰
子
さ
ん（
東
住
吉
支
部
）

あの人、あの人、
この人、この人、

親
子
三
世
代
で
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
に
取
り
組
ん
で
い
る
三
原

さ
ん
、
小
谷
さ
ん
親
子
を
訪
ね

ま
し
た
。

三
原
さ
ん
た
ち
が
健
康
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

は
、
親
戚
で
も
あ
る
住
吉
支
部

の
運
営
委
員
の
三
原
美
智
子
さ

ん
か
ら
の
声
掛
け
で
し
た
。
初

め
は
個
人
個
人
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
が
い
つ
し
か
グ
ル
ー

プ
登
録
し
て
一
家
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
グ
ル
ー
プ
名
は
、
チ
ー

ム
・
ア
ー
ニ
ャ
（
ア
ニ
メ
の
『
ス

パ
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー
』
の
主
人
公

名
）。
リ
ー
ダ
ー
は
、
中
学
生
の

小
谷
優
衣
奈
さ
ん
。
優
衣
奈
さ

ん
と
弟
の
直
樹
さ
ん
（
小
６
）
は
、

１
日
１
回
は
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
す
る
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
。

朝
晩
は
い
い
け
ど
昼
は
学
校
で

磨
け
な
い
な
と
い
う
話
に
な
っ

て
、祖
父
の
三
原
さ
ん
が
「
昔
は
、

学
校
で
も
歯
み
が
き
教
え
る
こ

と
が
あ
っ
て
、
歯
ブ
ラ
シ
も
っ

て
行
っ
て
い
た
の
に
今
は
や
ら

ん
な
」
と
。

三
原
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
目

標
は
、
毎
日
１
回
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
す
る
。「
真
夏
や
冬
に
は

運
動
す
る
の
が
お
っ
く
に
な
る

け
れ
ど
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま

る
と
背
中
を
押
し
て
も
ら
っ
て
、

や
る
気
に
な
る
」
と
言
い
ま
す
。

実
は
、
三
原
さ
ん
、
16
年
前
の

定
年
前
に
受
け
た
人
間
ド
ッ
ク
の

エ
コ
ー
検
査
で
腎
臓
が
ん
が
見
つ

か
り
治
療
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
主
治
医
に
「
運
動
し

て
、野
菜
を
し
っ
か
り
取
り
ま
し
ょ

う
」
と
指
導
さ
れ
、
そ
れ
か
ら

苦
手
だ
っ
た
野
菜
を
周
り
が
驚
く

程
し
っ
か
り
取
っ
て
、
身
体
を
動

か
す
こ
と
に
も
気
を
つ
け
る
よ
う

に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

話
の
中
で
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
伺
い
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
、

加
賀
屋
診
療
所
の
田
中
先
生
に

診
察
し
て
も
ら
っ
て
い
た
姉
弟

は
、
先
生
の
ツ
ボ
押
し
診
断
が

お
気
に
入
り
で
、
お
腹
や
頭
を

押
さ
え
て
「
便
秘
で
す
ね
、
下

痢
は
大
丈
夫
で
す
」「
頭
は
…
」

と
遊
ん
で
い
た
と
、
お
母
さ
ん

の
奈
津
子
さ
ん
が
ニ
コ
ニ
コ
顔

で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

取
材
に
は
同
席
い
た
だ
け
な

か
っ
た
優
衣
奈
さ
ん
の
お
ば
あ
さ

ん
、
お
父
さ
ん
も
含
め
て
一
家
６

人
で
、
楽
し
く
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

（
組
合
員
活
動
部　

泉
）

11
月
11
日
の
大
領
・
長
居
北
支

部
で
は
、今
年
初
め
て
健
康
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
挑
戦
さ
れ
た
組
合
員
さ

ん
を
訪
問
し
ま
し
た
。認
知
症
予

防
の
た
め
に
脳
の
活
性
化
を
目
指

し
て『
漢
字
を
部
首
別
に
書
き
出

す
』に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
山
本

さ
ん
は
、目
が
不
自
由
で
す
が
虫

メ
ガ
ネ
を
使
っ
て
毎
日
頑
張
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。『
ま
ず
縦
に
部
首

を
並
べ
て
漢
字
が
頭
に
浮
か
ぶ
と

す
ぐ
に
横
に
書
い
て
い
き
ま
す
』

と
ず
ら
り
と
並
ん
だ
漢
字
を
何
枚

も
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

（
大
領
・
長
居
北
支
部

運
営
委
員　

木
村
）

お
お
さ
か
ま
る
ご
と
２
０
２
３

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

住
吉
支
部

親
子
三
世
代
で

大
領・長
居
北
支
部

頑
張
っ
て
い
ま
す
よ

頑
張
っ
て
い
ま
す
よ
!!
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。

書
道
を
通
じ
て
関
西
平
和
美

術
展
に
関
わ
る
様
に
な
り
、

夏
の
展
覧
会
に
向
け
て
立
ち

上
げ
る
実
行
委
員
会
の
委
員

長
を
こ
の
と
こ
ろ
務
め
て
い

ま
す
。

若
い
頃
は
、
消
費
生
協
の

活
動
に
忙
し
か
っ
た
山
田
さ

ん
。
多
忙
な
中
に
新
た
に
始

ま
る
医
療
生
協
の
顔
。「
最
近
、

い
や
な
事
が
あ
っ
た
時
に
話

を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
い
て

救
わ
れ
た
事
が
あ
っ
た
。
聞

い
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
は

い
い
な
と
。
人
が
集
ま
っ
て

な
ん
で
も
し
ゃ
べ
れ
る
場
所

が
（
東
住
吉
支
部
で
も
）
で

き
た
ら
い
い
な
あ
」
と
、
こ

れ
か
ら
の
思
い
を
語
り
ま
す
。

友
人
の
書
道
の
個
展
を
見

に
行
っ
た
つ
い
で
に
と
植
物

園
巡
り
（
東
京
で
）
を
し
て

2
万
3
千
歩
も
歩
い
た
と
笑

う
山
田
さ
ん
。
月
見
草
が
好

き
で
、
着
物
で
生
活
し
た
い

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。　
（
い
）

11
月
11
日
の
大
領
・
長
居
北
支

部
で
は
、今
年
初
め
て
健
康
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
挑
戦
さ
れ
た
組
合
員
さ

ん
を
訪
問
し
ま
し
た
。認
知
症
予

防
の
た
め
に
脳
の
活
性
化
を
目
指

し
て『
漢
字
を
部
首
別
に
書
き
出

す
』に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
山
本

さ
ん
は
、目
が
不
自
由
で
す
が
虫

メ
ガ
ネ
を
使
っ
て
毎
日
頑
張
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。『
ま
ず
縦
に
部
首

を
並
べ
て
漢
字
が
頭
に
浮
か
ぶ
と

す
ぐ
に
横
に
書
い
て
い
き
ま
す
』

と
ず
ら
り
と
並
ん
だ
漢
字
を
何
枚

も
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

（
大
領
・
長
居
北
支
部

運
営
委
員　

木
村
）

2023年度  第6回 理事会報告2023年度  第7回 理事会報告
日時／	2023 年 10 月 23 日 ㈪　午後 6時～ 7時 30分
会場／	加賀屋診療所 3F 組合員ルーム
出席／	理事 19 名　欠席 3名
	 監事 0 名　欠席 3名
	 オブザーバー参加 1 名

1.	前回の理事会議事録を承認しました。2項組合
員は 2名承認しました。

2.	第 4回理事会議事録の修正ついて金井常務理
事の解任、専務代行をおき 12月から山嵜常務
に交代、渡部専務は病気のこともあり、12 月
末退職とすることを再確認しました。

3.	専務理事より、7月～9月度の経営報告がありま
した。7月は▲1330千円、8月は▲3451千円、9
月は▲5265千円の各経常剰余で累積経常剰余
が▲23366千円という厳しい結果となりました。

4.	山嵜組活部長より月間の到達点と対策、東住吉
の支部結成総会（11月 26 日）、健康チャレン
ジの到達など報告がありました。

5.	各委員会の報告が、健康づくり委員会、事業所
利用委員会、社保平和まちづくり委員会、くら
しの助け合いの会「ななちゃん」の報告が各担
当理事からありました。

6	人事案件は 1名の採用人事がありました。
7.	その他。労働局の訪問調査、労組の一時金要求
について報告がありました。

以上、すべて承認されました。

日時／	2023 年 11 月 27 日 ㈪　午後 6時～ 7時 30分
会場／	住吉民主診療所 2F 組合員ルーム
出席／	理事 18 名　欠席 4名
	 監事 1 名　欠席 2名
	 オブザーバー参加 1 名

1.	前回の理事会議事録は印刷もれにより次回の承認案件
とした。2項組合員はなし。

2.	渡部専務理事よりの 10月の経営では 2558 千円の黒字
となり、累積赤字が 20798 千円に減じたとの報告があ
りました。

3.	山嵜組活部長より「月間」の到達の報告があり50％の到
達への呼びかけがありました。東住吉の支部結成総会（11
月26日）が成功裏に終了したことの報告もありました。

4.	各委員会の報告が、健康づくり委員会、事業所利用委
員会（住吉・住之江）、社保平和まちづくり委員会、く
らしの助け合いの会「ななちゃん」の報告が各担当理
事からありました。

5.	人事案件は 12月から山嵜常務理事が専務となり代表理
事となること。渡部専務は 12月末に退職。常務理事に
はあたらしく金井、紙谷、宮﨑の 3人を承認。

6.	理事会の定例日を第4（水）に変更。12月は20日に開催。
7.	労組の秋闘の妥結をしました。そのために医師信用組
合から 2000 万円を借り入れることを確認。

8.	その他。11 月8日の監事懇談の文書報告、2024 年度
予算づくり検討会＆理事会を1月28日に開催すること。

以上、すべて承認されました。

秋の強化月間では、多くの組合員さんから
出資金の増資をいただきました。本当にありがとうございました。ま
た月間中に96名の方が加入されました。これからよろしくお願いしま

す。貴重な出資金を大切に活用して組
合員さんとの協同を進めます。今後と
もよろしくお願いします。東住吉区で
支部も結成し今後につながる生協強化
月間になりました。医療介護の連携の
利点と、地域の組合員さんに支えられ
ている医療生協の特徴をさらに発揮し
頼りにされるよう努めて頑張ります。

秋の生協強化
月間のお礼

南大阪医療生協専務　山嵜寿美雄

部
首
ご
と
の
漢
字
に
挑
戦
中
の
山
本
さ
ん

中
央
の
上
田
さ
ん
は
98
歳
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

こんにちは
医療生協の
木村です !



2024 年 新年号（'23 年 12 月・'24 年 1月 合併号）	 虹　の　た　よ　り	 第 356 号（6）

水
道
の
検
針
員
さ
ん
に
水
が
漏

れ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
ど

お
り
で
メ
ー
タ
ー
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
ど
こ
の
工
務
店

さ
ん
も
多
忙
で
す
ぐ
に
は
来
て
も

ら
え
ま
せ
ん
。
止
水
栓
を
締
め

て
4
、
5
日
ご
近
所
か
ら
も
ら
い

水
し
な
が
ら
不
自
由
で
不
便
な
思

い
を
し
ま
し
た
。
普
段
あ
た
り
前

の
様
に
使
っ
て
い
た
水
道
で
し
た

が
、
今
回
水
の
あ
り
が
た
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
ご
近
所
に
感
謝
で

す
。
幸
い
真
夏
の
暑
さ
の
時
で
な

く
て
よ
か
っ
た
で
す
。

（
東
加
賀
屋　

大
門　

ミ
ツ
子
）

子
ど
も
の
頃
、
1
個
7
円
の

コ
ロ
ッ
ケ
が
あ
り
ま
し
た
。
今

な
ら
い
ろ
ん
な
コ
ロ
ッ
ケ
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
頃
は
コ
ロ
ッ

ケ
は
コ
ロ
ッ
ケ
で
し
た
。
共
稼

ぎ
だ
っ
た
親
か
ら
よ
く
お
使
い

に
行
か
さ
れ
ま
し
た
。
晩
ご
は

ん
の
お
か
ず
で
し
た
。
阪
堺
電

車
の
あ
び
こ
道
駅
横
の
小
さ
な

お
店
で
し
た
。
周
り
に
は
市
場

が
あ
り
、
映
画
館
も
あ
る
賑
や

か
な
場
所
で
し
た
。
も
の
忘
れ
が

進
む
今
、
そ
れ
で
も
消
え
な
い
思

い
出
で
す
。（
北
島　

森
本　

茂
）

散
歩
を
し
て
い
る
と
、
金
木

犀
の
香
り
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

し
て
き
ま
す
。
先
日
テ
レ
ビ
で

銀
木
犀
と
い
う
花
も
あ
る
と
聞

き
ま
し
た
。
金
木
犀
に
比
べ
る

と
色
が
白
く
、
香
り
も
控
え
め

だ
そ
う
で
す
。
珍
し
い
の
で
見

か
け
る
こ
と
は
少
な
い
よ
う
で

す
が
、
一
度
見
て
み
た
い
で
す
。

（
中
加
賀
屋　

み
っ
ち
ょ
ん
）

「
た
ま
り
場
」
定
期
班
会
活
動

一
覧
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
沢
山
の

支
部
が
活
発
に
班
会
を
開
催
さ

れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
「
す
ご
ー

い
‼
」
と
独
り
言
。《
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
よ
♪
》
の
吹

き
出
し
に
大
い
に
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。（
大
領　

木
村　

和
代
）

『
虹
の
た
よ
り
』
10
月
号
に

「
た
ま
り
場
」
定
期
班
会
活
動
一

覧
が
出
て
い
て
、
と
て
も
魅
力

的
で
す
。
笑
い
ヨ
ガ
に
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
10
月
も

11
月
も
予
定
あ
り
で
残
念
で
す
。

す
こ
や
か
苅
田
っ
て
ど
の
あ
た

り
だ
ろ
う
か
。
楽
し
み
‼

（
山
之
内　

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
）

先
日
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
始
め
看
護
師
さ
ん

の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
優
し
さ
に
感

動
し
ま
し
た
。
私
方
毎
日
セ
カ
セ

カ
落
ち
着
き
な
く
日
々
を
送
っ
て

い
る
者
と
し
て
見
習
う
べ
き
と
反

省
す
る
事
し
き
り
で
す
。

今
後
共
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
御
崎　

カ
メ
レ
オ
ン
）

ガ
ザ
の
、
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
痛
ま
し
い
で
す
。
特
に
ガ
ソ

リ
ン
不
足
が
呼
吸
器
等
に
影
響

し
て
子
ど
も
た
ち
が
命
を
落
と

し
て
い
る
報
道
。
生
き
よ
う
と

頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

命
、
本
当
に
苦
し
い
で
す
。
歴

史
的
に
続
く
争
い
（
自
分
は
そ

の
関
係
が
よ
く
わ
か
ら
な
く
、

歴
史
を
学
習
し
て
い
る
の
で
す

が
）、
子
ど
も
た
ち
に
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
命
が
失

わ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
阿
倍
野　

坂
野　

幸
江
）

今
年
の
夏
は
厳
し
か
っ
た
で
す

ね
。〝
や
っ
と
生
き
の
び
た
～
”

と
い
う
感
じ
で
す
。〝
ド
ン
ト
ス

ト
ッ
プ　

キ
ー
プ
ゴ
ー
イ
ン
グ
”

止
ま
ら
ず
に
現
在
進
行
形
の
自
分

で
、
今
日
も
進
化
し
つ
づ
け
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
大
領　

須
賀　

モ
ニ
カ
）

（
こ
の
つ
づ
き
次
ペ
ー
ジ
の
最
上
段
Ý
）

読
者
の

ひ
ろ
ば

デイサービス よさみの里

「デイサービスよさみの里」は開設
10 年。後継者人材づくりを念頭にこ
の間進めてきました。この 10月待望

の上野介護福祉士が入職となり職員一同笑顔で頑張ってい
ます。上野さんは介護職従事暦 20数年のベテラン。利用
者様に寄り添い何気なく会話を進め支援されておりすぐに
現場に溶け込む状況が印象的です。
利用者様は80代後半から90代を超

えた方々が 8割。皆様の得意なことを
見つける、笑いのある楽しいことをす
る、体を動かし口腔体操をして美味しく
食事をいただく、午後はみんなでがや
がやと楽しくレクに
参加。デイでの入
浴は、一人で自宅
では困難な方にはと
ても喜んでもらって
います。デイサービ
スを利用されること
で住み慣れた自宅での在宅生活が継続できる、本人様、家
族様の思いに傾聴しながら「よさみの里」利用で安心して、
家族様も自分の生活が送れるように全職員でこれからも進
めていきます。ご相談お待ちしております。

デイサービスよさみの里　管理者  権野  幸子
TEL 06-662　9-8601

●

介 護
だより

般若寺にて／木村 和代

上野介護福祉士



開
催
日
：
２
０
２
３
年

	

11
月
30
日
（
木
）

出
　
席
：
8
人

虹
の
箱
へ
の
投
書
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

虹
の
箱
以
外
の
声

◦
診
療
所
…
た
ま
り
場
で
の
出

張
イ
ン
フ
ル
は
終
了
。
企
業
や

保
育
園
な
ど
に
も
接
種
に
い
き

ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
っ
て
い
る
の
で
注
意
を
。

◦
ポ
ー
ト
支
部
…
出
張
イ
ン
フ

ル
61
名
実
施
し
た
。
控
え
を
渡

し
た
り
料
金
を
い
た
だ
い
た
り

す
る
時
の
導
線
が
悪
か
っ
た
の

で
次
回
は
改
善
し
た
い
。
12
月

は
元
相
愛
大
学
の
先
生
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
予
定
。

◦
大
和
川
支
部
…
長
居
公
園
に

行
っ
た
。
新
し
い
方
に
機
関
紙

の
配
達
を
お
願
い
し
た
が
断
ら

れ
た
。
難
し
い
で
す
ね
。
運
営

委
員
会
後
の
ラ
ジ
オ
体
操
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
嬉
し
い
。

◦
粉
浜
支
部
…
組
合
員
訪
問
し

た
。
5
口
の
増
資
も
あ
り
嬉
し

か
っ
た
。
加
診
の
患
者
さ
ん
で

「
健
診
を
受
け
た
か
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
方
が
い
た
。
訪
問

時
、
健
診
済
み
か
事
前
に
わ
か

る
と
話
し
や
す
い
。
チ
ン
電
で

宿
院
ま
で
「
さ
か
い
利
晶
の
杜
」

に
行
っ
た
（
26
名
参
加
）。
未
加

入
の
友
人
が
企
画
を
楽
し
ん
で
、

医
療
生
協
に
加
入
し
て
く
れ
た
。

◦
加
賀
屋
南
支
部
…
た
ま
り
場

で
の
介
護
相
談
会
で
認
知
症

チ
ェ
ッ
ク
を
み
ん
な
で
記
入
し

た
。
手
作
り
の
毛
糸
の
ブ
ロ
ー

チ
を
作
成
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
、

10
人
が
参
加
。
11
／
25 

3
階
の

組
合
員
ホ
ー
ル
で
ボ
ッ
チ
ャ
を

や
っ
た
。
好
評
だ
っ
た
。

◦
加
賀
屋
北
支
部
…
食
事
会
が

好
評
で
、
14
〜
16
人
く
ら
い
が

来
て
く
れ
る
。
今
後
の
予
定
は

12
／
8
に
ボ
ッ
チ
ャ
、
12
／
9

に
戦
争
体
験
を
語
る
会
、
12
／

14
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
を
計

画
し
て
い
る
。

（7）第 356 号	 虹　の　た　よ　り	 （'23 年 12 月・'24 年 1月 合併号）2024 年 新年号

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①	

画
家
と
し
て
の
─
─
が
あ
る

②	

馬
に
乗
る
。
─
─
戦

③	

小
才
、
小
器
用
。
─
─
の

仕
事

④	

─
─
の
延
べ
棒

⑥	

食
い
─
─
が
張
る

⑧	

姓
名
の
姓
の
方

⑪	

使
い
こ
な
す
こ
と

⑬	

温
故
─
─

⑭	

─
─
の
間
、
─
─
屋

⑮	

日
本
の
秋
の
名
花

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①	

早
い
時
期
。
─
─
発
見

③	

数
え
七
十
で
─
─
の
お
祝
い

⑤	

店
。
駅
の
─
─

⑦	

─
─
と
罰

⑨	

─
─
攻
撃
、
─
─
出
勤
、

	

─
─
ぼ
け

⑩	

日
光
─
─
、
森
林
─
─

⑫	

─
─
と
出
る
か
凶
と
出
る
か

⑭	

＝
を
含
む
式

⑯	

虎
の
子

⑰	

─
─
惨
憺

第
３
５
４
号
の
当
選
者

応
募
総
数
＝
32
通

　

う
ち
正
解
＝
32
通

当
選
者（
敬
称
略
）

森
本　

茂	

（
北　
　

島
）

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ	

（
山
之
内
）

や
っ
ち
ゃ
ん	

（
東
加
賀
屋
）

ア
ッ
コ	

（
遠
里
小
野
）

Ｑ
Ｏ
Ｏ	

（
沢
之
町
）

河
田　

ス
ヅ	

（
鷹　
　

合
）

山
野　

俐
琥	

（
平
野
区
）

木
村　

和
代	

（
大　
　

領
）

松
本　

美
代
子	

（
中
加
賀
屋
）

ハ
マ
チ
ャ
ン	

（
杉　
　

本
）

正
解 

キ
ン
モ
ク
セ
イ（
金
木
犀
）

解
答
を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
編
集
委
員
会
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ

い
。（
匿
名
希
望
の
方
は
、
賞
品
発
送
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
と
本
名
を
お
書
き
く
だ
さ
い
）

締
切
／
1
月
31
日

賞
　
品
／
正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
全
国
共
通
図
書
カ
ー
ド
を

進
呈
し
ま
す
。

送
り
先
／
〒
５
５
９
─

０
０
１
６ 

住
之
江
区
西
加
賀
屋
２
─

４
─

２

　
　
　

  南
大
阪
医
療
生
協
機
関
紙
編
集
委
員
会 

宛

※
余
白
に
紙
面
批
評
や
近
況
・
ご
意
見
な
ど
お
書
き
く
だ
さ
い
。

応　募　方　法カ
ギ
を
解
き
、二
重
ワ
ク
に
入
る
文
字

を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
？

加
賀
屋
診
療
所
に
は
、
引
っ

越
し
を
し
て
か
ら
（
30
歳
の
頃
）

ず
っ
と
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ま
、
し
ん
せ
つ
で
、

安
心
し
て
い
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
中
加
賀
屋　

松
本　

美
代
子
）

事
業
所
利
用
委
員
会

報
告	

住
之
江

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
組
合
員
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
・
絵
手
紙
・

俳
句
・
川
柳
・
写
真
な
ど
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ど
し

ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
（
送
り
先
は
ク
イ
ズ
と
同
じ
）

 

俳 

句 

空
高
く　

空
気
冷
た
し　

秋
の
朝	

田
辺
　
照
子

寒
暖
差　

さ
む
け
と
汗
ば
み
の
メ
ラ
ン
コ
リ
ィ	

田
辺
　
照
子

散
る
紅
葉　

求
め
る
も
の
な
し
時
の
中	

市
江
　
久
枝

秋
深
し　

朝あ
さ

餉げ

に
山
の
も
の
増
え
る	

翠
　
そ
の
子

冬
は
じ
め　

袋
詰
め
す
る
武
器
の
音	

三
井
　
淳
一

日
向
ぼ
こ　

五
年
日
記
に
ガ
ン
の
去
る	

山
辺
　
武
子

ス
モ
ン
病
む　

野
菊
よ
い
つ
も
あ
り
が
と
う	

井
上
　
　
明

 
川 
柳 

あ
ん
た
こ
そ
非
生
産
よ
〇
〇
さ
ん	

海
　
月

年
を
く
い　

老
人
ホ
ー
ム
へ
入
居
し
て
ま
す	

水
井
　
泉

クロスワードパズル

ふれあい作品コーナー



年末年始年末年始のの診療予定診療予定

2024 年 新年号（'23 年 12 月・'24 年 1月 合併号）	 虹　の　た　よ　り	 第 356 号（8）

▪住吉民主診療所
年 内  12月29日 金  午前診 まで

年 始    1 月  5 日 金  午前診 から

▪加賀屋診療所
年 内  12月29日 金  午前診 まで

年 始    1 月  4 日 木  午前診 から

看護師（訪問・外来）
医療事務・ケアマネジャー

	 　介護職員・送迎ドライバー
常勤・パート・登録の短時間勤務など、多様な働き方
の相談にのります。事前の施設・事業所見学ができま
す。まずはお気軽にお電話ください。

南大阪医療生活協同組合
☎ 06-4702-8716　担当／金井・山野

HPアドレス　https://moisk.jp/

熱の症状がある方は、事前に電話予約をお願いします。

受　付 診療時間
午前診 月～土 8 :30 ～ 12:00 9 :00 ～ 12:00

夜　診 月・水・木 17:30 ～ 20:00 18:00 ～ 20:00

月 火 水 木 金 土

午
前

北田
（内科）
山田
（内科）

北田
（内科）

藤井
（内科）
高田
（内科）

久保田
（内科）
代診
（内科）

北田
（内科）
高田
（内科）

北田
（内科）

往
診

西口
桜井 西口 中島

福島 中島

夜
診

橋村
（内科）
（小児科）

萩原
（内科）
（小児科）

橋村
（内科）
（小児科）

※夜診は月・水・木 行います。
※混雑の回避のため、予約診療を実施しています。

◦電話 06-6696-5250  　◦FAX 06-6696-6205
◦〒 558-0031 大阪市住吉区沢之町 1-3-16

婦人科検診 	 1 月 13 日（第 2 土曜日）・2 月 10 日（第 2 土曜日）

健康診断 	 月～土（午前）

	 日曜健診 1 月 28 日
	 事前にお問い合せ、ご予約ください。

胃カメラ 	 毎週火・金・土曜日（午前）

	 月 2 回  土曜日（午後）

エコー検査 	 1月9日（火）

予防接種 	 小児各種、肺炎球菌、インフルエンザワクチ
ンの予約受付ています。

※お身体の不自由な方等に送迎を実施しております。
　午前 9:00～12:00　　夜間 18:00～19:00

受　付 診療時間
午前診 月～土  8 :30 ～ 12:00  9 :00 ～ 12:00
午後診 木 13:30 ～ 16:00 13:30 ～ 16:00
夜　診 木・金 17:30 ～ 19:30 18:00 ～ 19:30

◦電話 06-6681-1498　　◦ FAX 06-6682-2338
◦〒 559-0016 大阪市住之江区西加賀屋 2-5-25

健康診断 	 平日健診（月～土）午前 9:00 ～ 11:30
	 日曜健診 1月21日（第3） ・ 2月18日（第3）

	 事前にお問い合せ、ご予約ください。
胃カメラ 	 第2・4土曜日（大橋医師）  9:00～12:00（予約制）

	 日曜健診時 9:00 ～ 11:30（予約制）

エコー検査 	 月・水（午前・予約制）

	 土（午前）第 1・3・5　  木（夜診）心エコー
予防接種 	 小児各種、肺炎球菌、コロナワクチン、インフ

ルエンザワクチンの予約を受付けています。

※お身体の不自由な方等に送迎を実施しております。
　午前 9:00～11:30

月 火 水 木 金 土

午
前

西口
（内科）
田中
（漢方）
（予約制）

矢野
（内科）
（小児科）
池谷
（内科）

矢野
（内科）
（小児科）
福島
（内科）

矢野
（内科）
（小児科）
呉

（内科）
（漢方）

矢野
（内科）
（小児科）
田中
（漢方）
（予約制）

第1・3 第1・3・5
辻

（内科）
矢野
（内科）
（小児科）

第 2 第2
後藤
（漢方）
（予約制）

西山
（内科）

第2・4 鋳谷
（整形）鋳谷

（整形）
往
診 西口 福島

矢野 荒谷 矢野 第1・3・5 第2・4
矢野 荒谷

夜
診

渋谷
（心エコー）
（循内）

林部
（内科）

住吉民主診療所 診療案内 加賀屋診療所 診療案内

▶1月11日（木） 午後6時～
　2月 1 日（木） 午後6時～
事前にお問い合せ、ご予約ください。 
予約電話 06-6673-3630（法律相談

専用　 ）

住吉民主診療所の
無料法律相談 ▶1月25日（木） 午後6時～

事前にお問い合せ、ご予約ください。 
予約電話 06-6681-1498

加賀屋診療所の
無料法律相談

募集


